
尼崎中央病院における病院勤務医・看護職員の負担軽減の取り組み（R8年度版）

・100対1夜間看護補配置維持。（継続）

具体的な取り組み

・看護補助体制の充実　25：1。（継続）

その他

・院内保育所の利用（継続）

薬剤師業務

・事務員が薬剤部に勤務する事により業務効率を上げ、負担軽減に繋げる。（継続）

・プレアボイドの実施・集計（継続）

医師事務作業補助者業務

管理栄養士業務

・特別治療食の内容・形態を医師に提案している。（継続）

・医師の指導の下、一般食の内容・形態を看護師と協力して決定している。（継続）

検査技師業務

・生成AIを用いて業務負担軽減を目指す

・早朝の忙しい時間帯には、外来に赴き、看護師に変わって、採血業務を行う。（継続）

・データの迅速報告（医師にパニック値・異常値を技師から伝える。）（継続）

・初診時の予診、静脈採血、入院説明、検査　手順の説明（継続）

・今年度も引き続き院内研修を行い各々のスキルアップを図り医師の負担軽減を図るとともに患者満足度の向上に努める。（継続）

・医師事務作業補助者の労働時間の延長・人員を確保し、負担軽減に努める。（継続）

看護部業務

・RPA(ロボティック　プロセス　オートメーション）を駆使し、業務の自動化ができるところを行う（継続）

・電子処方箋実働（継続）

・予約診察当日の患者様の検査状況を把握し、診察前に医師にお伝えする。（継続）

・紹介状の事務処理と返書の郵送（継続）

・NCD・JND・JOANR等代行入力作業（継続）

・クリテイカルパスの運用拡大（継続）


